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特集
地域の魅力に出会える

おいしい!!楽しい!!道の駅



新鮮な食品や特産品との出会いを求め、ドライブ中の休憩を兼ねて
多くの人が立ち寄る「道の駅」。広い駐車場や物産直売所、フードコー
ト設備だけでなく、アクティビティーも充実した魅力いっぱいの道の駅
を、この冬巡ってみませんか。
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স࡙إ ϑ͘ΫΦΧ
「日本新三大夜景都市」で2回連続1
位に選ばれた北九州市。皿倉山からの
眺望は、大河のような洞海湾、赤く輝く
若戸大橋と、壮大な光のパノラマが広
がります。この天空の舞台では、夜景に
見入るカップルや家族連れの弾んだ声
が聞こえてきそうです。

ಓのӺ

ελϯϓϥϦʔ
！தࢪ࣮����

九州・沖縄地区の道の駅を対
象にした「スタンプラリー２０２５」
が、２０２６年２月末まで行われてい
ます。道の駅で販売しているスタ
ンプブック（税込み４４０円）の応募用紙に、５カ所の
スタンプを押して応募すると、抽選で道の駅の商品
（３０００円相当）が当たります。「パーフェクト賞」

や「九州道の駅賞」、「１００駅達成賞」が用意
され、達成者には認定証が贈られます。

༡ࣷͻ͜׻ Μ͞
( 添田町 )
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地域の魅力に出会える
おいしい!!楽しい!!
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赤
土
で
育
っ
た

新
鮮
野
菜
！

「『
金き
ん
の
原ば
る
』
と
呼
ば
れ
る
肥ひ
よ
く沃
な
赤

土
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
採
れ
る

野
菜
が
町
の
自
慢
で
す
」。
支
配
人
の

井い
の
う
え上
貴た
か
し司
さ
ん
が
胸
を
張
り
ま
す
。

冬
の
物
産
館
に
は
、
ダ
イ
コ
ン
や
ハ

ク
サ
イ
、
カ
ブ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

の
産
品
が
並
び
ま
す
。
井
上
さ
ん
に
よ

る
と
、
赤
土
で
育
っ
た
根
菜
類
は
特
に

甘
く
な
り
、
山
の
中
腹
で
育
っ
た
野
菜

は
寒
暖
差
の
影
響
で
張
り
と
鮮
や
か
さ

が
増
す
と
い
い
ま
す
。

農
薬
や
肥
料
の
使
用
量
な
ど
を
記
録

し
た
栽
培
管
理
表
が
館
内
に
あ
り
、
希

望
す
れ
ば
見
せ
て
も
ら
え
ま
す
。「
栽

培
方
法
も
ち
ゃ
ん
と
管
理
し
て
い
ま
す

の
で
安
心
し
て
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ

い
。
食
べ
れ
ば
き
っ
と
『
野
菜
っ
て
こ

ん
な
に
お
い
し
い
ん
だ
！
』
と
感
動
す

る
は
ず
で
す
」
と
井
上
さ
ん
は
言
い
ま

す
。

஍ݩ৯ࡐͷՃ޻඼΋ॆ࣮
添田町産の食材を用いた総菜や弁当、

加工品を扱うコーナーも人気です。売れ
筋は、季節を問わずに「柚

ゆ ず

子胡
こしょう

椒」。辛
いもの好きに人気のハバネロやブート
ジョロキアを使った商品をはじめ、減塩
タイプなどさまざまそろえています。10
人以上が出品しており、好みの味に出会
えるはず。このほか、英彦山の天然水を
利用した手づくりコンニャク、風味豊かな
味
み そ

噌や地酒なども並んでいます。

఻౷ͷ
ʮӳ඙͕ࢁΒ͕Βʯ΋

ここで購入できる「英彦山がらがら」
は、約 800 年の歴史を持つ土鈴で、
元々は魔よけや田畑の害虫よけのお守
りとして親しまれてきました。県知事指
定の特産民工芸品でもあり、鈴に描か
れた赤色は太陽、青色は水を意味し、

「ガラガラ」と乾いた音色が特徴です。

Ϗδλʔηϯλʔ஀ੜ
道の駅ロビーには、町の観光スポットや特産品を紹

介するビジターセンターが 11 月に誕生。オリジナルブ
レンドコーヒーや特産品を使ったカフェメニューも提供
し、新たな“にぎわい拠点”を目指します。

ྶๆɾӳ඙ࢁͷ࿢Ͱ
΋͕ࢁ Βͨ͢ みΛຬ٤ܙ

地
元
・
添
田
町
産
の
旬
の
野
菜
や
米
な
ど
を
そ
ろ
え
る
物
産
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

地
下
水
「
山
霊
の
水
」
を
く
ん
で
持
ち
帰
れ
る
ス
タ
ン
ド
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ಓのӺ

༡׻ ͻࣷ͜ Μ͞
( 添田町 )
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͓͢͢Ί！
ੜᇙఱうͲΜߚ

敷地内では、レストランも
営業。食事処

どころ

「山びこ食堂」
では、色鮮やかな紅生

しょうが

姜天
うどんや、天ぷら定食など
が味わえます。中華料理店
のほか、地元婦人部の皆さ
んがつきたての餅を販売する

「もち工房」もあります。

ʮྶࢁͷਫʯ͝౰஍αΠμʔ
敷地内には、地下水「山霊の水」をくむことができ

るスタンドがあります。物産館での利用金額に応じて
コインが手渡され、コイン１枚で２リットルの水が出ま
す。地下水は「雑味のない味」で、コーヒーをいれ
るのにぴったりなのだそう。
「山霊の水」を使ったご当地サイダー「英彦山サイ

ダー」も人気。さっぱりさわやか、はじける味が特徴
です。原料に町産の米「夢つくし」を加えた「米サ
イダー」は、米のほんのりとした甘さが楽しめ、お土
産にもおすすめです。

遠方の人のために地方発
送を受け付けています。「品
数が多い午前中に連絡をも
らえれば、いいものを選べ
ます」と井上さん。注文は電
話で。

電話一本で

全国発送に対応

　　道の駅「歓遊舎ひこさん」

添田町野田1113-1
0947-47-7039

1

英
彦
山
サ
イ
ダ
ー

米
サ
イ
ダ
ー

250ml
250円

250ml
250円
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旬
の
魚
介
類
を
求
め
て

各
地
か
ら

魚
を
頭
か
ら
尻
尾
ま
で
味
わ
い
た
い

人
に
お
す
す
め
―
―
。
宗
像
市
沖
に
は

流
れ
が
速
く
波
が
荒
い
海
域
が
広
が
り

ま
す
。
魚
の
身
は
引
き
締
ま
り
、
冬
は

栄
養
を
蓄
え
よ
う
と
脂
の
乗
り
が
特
に

良
く
な
り
ま
す
。

「
一
尾
ま
る
ご
と
購
入
す
る
人
が
多

い
で
す
。
プ
ロ
の
料
理
人
も
買
い
付
け

に
来
ま
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
総
務
企

画
部
長
の
尾お
ぞ
の園
博ひ
ろ
や
す保
さ
ん
。
鮮
魚
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
地
元
・
鐘
崎
の
漁
師
が

取
っ
た
大
物
や
、
神
経
抜
き
で
活い

き
絞じ

め
に
し
た
地
魚
が
並
び
ま
す
。
魚
は
一

尾
１
５
０
円
で
三
枚
お
ろ
し
に
し
て
も

ら
え
ま
す
。

60
種
類
以
上
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）

の
商
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
豊
漁
、

豊
作
の
時
に
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
冷
凍
保
存
し
て
加
工
し
ま
す
。
ア
ナ

ゴ
、
ヤ
リ
イ
カ
の
ピ
ザ
や
パ
ス
タ
、
地

ダ
コ
の
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
60
種
類
以
上
の
Ｐ
Ｂ
商
品
が
誕
生
し

ま
し
た
。

420ml
650円

110g
400円

420ml
650円

110g
400円

　　道の駅「むなかた」

宗像市江口1172
0940-62-2715

2

新
鮮
な
海
の
幸
が
勢
ぞ
ろ
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
多
数
！

ಓのӺ

Ήͳ͔ ͨ
( 宗像市 )

九
州
の
道
の
駅
で
「
売
り
上
げ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
維
持
し
続
け
、
旅
行
専
門

誌
に
よ
る
「
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
」
で
は
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

近
隣
に
、
県
内
有
数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
漁
港
が
あ
り
、
冬
は
寒
ブ
リ
や
ト
ラ
フ

グ
、
ク
エ(

ア
ラ)

な
ど
が
旬
を
迎
え
、
２
月
頃
か
ら
は
ワ
カ
メ
も
並
び
ま
す
。

購入は
こちらからECサイトで

購入できます！！

Θ͔ΊυϨογϯάɺ
ͷΓ௭ࣽ����������

豊かな香りとやわらかさが
特長の、宗像産天然ワカメ
をふんだんに使用した商品。
ドレッシングは磯の香りを感
じる醤

しょうゆ

油ベースで、カルパッ
チョなど魚料理との相性も抜
群です。

う· ͿΓ஡௮͚פ͍！
寒ブリシーズンの１２月中旬～２月中旬

は、市内飲食店で「寒ぶり茶漬け」を提
供するイベントが開かれます。期間中は

道の駅で、真
空パックにし
た冷凍「ブリ
茶漬け」も販
売します。

ʢしͦຯʣ
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み
や
ま
の
特
産
が

大
集
合

「
セ
ロ
リ
は
全
国
的
に
有
名
で
、
西

日
本
で
ト
ッ
プ
の
生
産
量
で
す
」
と
、

駅
長
の
久ひ
さ
と
み冨
慎し
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
。
11
月
頃
か

ら
店
頭
に
出
始
め
、
収
穫
は
6
月
頃
ま

で
続
き
ま
す
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食
感
と

み
ず
み
ず
し
さ
が
特
徴
で
、
直
売
所
で

は
一
株
丸
ご
と
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

果
物
で
は「
山
川
み
か
ん
」が
有
名
。

11
月
中
旬
か
ら
早わ

せ生
ミ
カ
ン
が
収
穫
さ

れ
、
糖
度
が
高
く
甘
み
が
凝
縮
さ
れ
た

果
肉
を
味
わ
え
ま
す
。
1
月
～
2
月
頃

に
な
る
と
晩お
く
て生
ミ
カ
ン
が
並
び
ま
す
。

有
明
海
の
珍
し
い
魚
も

直
売
所
に
は
鮮
魚
店
も
入
居
。
濃
厚

な
味
の
ワ
タ
リ
ガ
ニ
や
、
寒
い
時
期
に

は
イ
イ
ダ
コ
や
ハ
ゼ
、
有
明
海
に
生
息

す
る
ク
ツ
ゾ
コ(

シ
タ
ビ
ラ
メ)
な
ど

が
入
荷
す
る
こ
と
も
。
淡
泊
で
身
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
ク
ツ
ゾ
コ
は
煮
付

け
に
す
る
と
絶
品
で
、
地
域
自
慢
の
郷

土
料
理
で
す
。

有明海で取れたワタリガニ

「
セ
ロ
リ
は
全
国
的
に
有
名
で
、
西

日
本
で
ト
ッ
プ
の
生
産
量
で
す
」
と
、

月
頃
か

月
頃
ま

で
続
き
ま
す
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食
感
と

み
ず
み
ず
し
さ
が
特
徴
で
、
直
売
所
で

果
物
で
は「
山
川
み
か
ん
」が
有
名
。

　　道の駅「みやま」

みやま市瀬高町大江2328
0944-67-6477

3

味
自
慢
の
セ
ロ
リ
と
ミ
カ
ン

フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
楽
し
ん
で

ಓのӺ

Έ΍·
( みやま市 )

農
業
が
盛
ん
な
筑
後
地
域
。
直
売
所
の
７
割
は
野
菜
コ
ー
ナ
ー
で
、
冬
場
は
、

み
や
ま
市
特
産
の
セ
ロ
リ
と
ミ
カ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
。有
明
海
の
幸
と
と
も
に
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
軽
食
や
ス
イ
ー
ツ
に
も
注
目
で
す
。

ʮۄΊしʯɺ
ຣ஡ύϑΣ�
FUDŋŋŋɹ

隣接のフードコートには、軽食やス
イーツを提供する９店舗が並んでいま
す。精肉店が営む「ニクダイナー　イ
ワナガ」では、地元の米と卵を使った
おにぎり「玉めし」が人気。醤油で
味付けしたご飯に、半熟卵がまるご
と包まれています。八女茶を販売する

「水
み ず ち ゃ や

茶屋樹
じゅとくあん

徳庵」の名物は「抹茶のパ
フェきよみず」。抹茶ソフトの上に白玉
や小倉あん、黒蜜などがかかっており、
運転の疲れを癒やしてくれそうです。

筋が少なくて食べやすいセロリ
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「
パ
ン
が
焼
け
ま
し
た
よ
！
」
の

声
と
と
も
に
、
町
内
産
の
米
で
作
っ

た
米
粉
パ
ン
の
香
り
が
直
売
所
内
に

広
が
り
ま
す
。
農
産
物
が
品
薄
に

な
っ
て
し
ま
う
午
後
の
時
間
帯
も
、

訪
れ
た
人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
パ
ン
を
開
発
し
、
人
気
商
品

に
育
ち
ま
し
た
。

商
品
の
8
割
超
が
町
内
産
で
、
野

菜
は
１
０
０
％
地
場
産
を
守
り
ま

す
。「
町
の
旬
が
集
ま
り
ま
す
」
と

駅
長
の
福ふ
く
ま
る丸
未み

お央
さ
ん
は
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

早
朝
か
ら
の
利
用
客
が
多
く
、
土

日・祝
日
の
朝
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
お

に
ぎ
り
屋
さ
ん
」
の
炊
き
た
て
ご
は

ん
の
お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
も
人
気
で

す
。

「
親
子
で
一
日
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

る
場
所
」。
支
配
人
の
梅

う
め
ば
や
し林
英ひ
で
み三
さ

ん
は
そ
う
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
3
月
に
は
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
。
海
賊
船
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
大
型
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
ブ
ラ
ン
コ
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
や

電
動
ゴ
ー
カ
ー
ト
が
あ
り
、
大
勢
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
広
場

内
に
あ
る
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
が
並

ぶ
屋
内
施
設
「
こ
ど
も
は
う
す
」
で

は
、
0
～
12
歳
の
年
齢
別
で
エ
リ
ア

に
分
か
れ
て
遊
べ
ま
す
。
さ
ら
に
、

敷
地
内
に
あ
る
天
然
温
泉
を
活
用
し

た
温
浴
施
設
「
さ
く
ら
館
」
に
は
露

天
風
呂
や
家
族
湯
、サ
ウ
ナ
も
あ
り
、

旅
の
疲
れ
を
癒
や
せ
ま
す
。

　　道の駅「筑前みなみの里」

筑前町三並866
0946-42-8115

　　道の駅「おおとう桜街道」

大任町今任原1339
0947-63-4430

4

5

ཬࢁͰջ し͔͍
ख࡞ΓͷຯΛ

਌ࢠͰָしΊΔ
ઃ͕ͨ͘ࢪ Μ͞

ஜલΫϩμϚϧ
ຯΘ てͬ

χϯχΫͳͲͷՃ޻඼͕ਪし

ಓのӺ

ஜલΈͳΈのཬ
( 筑前町 )

ಓのӺ

おおͱ͏ ಓ֗ࡩ
( 大任町 )

直売所には、納豆
をはじめ地元産の素
材を使った加工品が
そろいます。熟成黒
ニンニクのドレッシン
グや、地元で健康に
良いと伝わる「ニンニ
ク球」といった特産品
を販売しています。

一角には町がブランド
化に取り組む黒大豆「筑
前クロダマル」を扱うコー
ナーがあり、煎

い

り豆やき
な粉、ドレッシングなど
がそろいます。手作り加
工品もあり、クロダマル
の豆腐や煮豆のほか、筑
前煮やぬか漬けなど、懐
かしい味が楽しめます。
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物
産
館
「
く
る
る
ん
夢
市
場
」
に

は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ

な
ど
地
元
の
新
鮮
野
菜
や
、
エ
ノ
キ

の
天
日
干
し
と
い
っ
た
加
工
品
が
ズ

ラ
リ
と
並
び
ま
す
。
芝
生
公
園
で
は

ウ
サ
ギ
が
こ
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
黒
枝
豆
な
ど
、

季
節
に
応
じ
た
農
作
物
の
収
穫
体
験

も
あ
り
、
中
で
も
10
年
ほ
ど
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
キ
ノ
コ
の
も
ぎ
取

り
体
験
が
好
評
で
す
。
年
間
を
通
じ

て
も
ぎ
取
り
体
験
が
で
き
る
よ
う
に

温
度
・
湿
度
を
一
定
に
保
っ
た
部
屋

が
あ
り
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
や
エ
リ
ン
ギ

な
ど
を
ポ
ッ
ト
で
育
成
し
て
い
ま

す
。駅

長
の
渡わ
た
な
べ部
み
つ
る
さ
ん
は
「
大

木
町
と
い
え
ば
キ
ノ
コ
。
キ
ノ
コ
の

魅
力
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
昔
、神じ
ん
ぐ
う功
皇
后
が
巡
幸
の
際
、

石
に
腰
掛
け
て
休
ん
だ
伝
承
か
ら
、

そ
の
地
域
は
「
お
こ
し
か
け
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
3
月
、

豊
前
市
に
誕
生
し
た
県
内
2
番
目
の

道
の
駅
で
、「
周す
お
う防
灘な
だ

に
面
し
た
温

暖
な
気
候
で
、
海
の
幸
・
山
の
幸
が

そ
ろ
い
ま
す
」
と
、
駅
長
の
楳う
め
ざ
わ澤

弘ひ
ろ
き樹
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

直
売
所
に
は
冬
の
時
期
、
味
が
濃

厚
な
「
豊
前
海
一
粒
か
き
」
が
殻
付

き
で
入
荷
し
ま
す
。
ま
た
、
豊
前
市

南
部
の
求く

菩ぼ

て提
山さ
ん
で
採
れ
る
「
豊
前

棚
田
ゆ
ず
」
を
使
っ
た
加
工
品
も
人

気
。
同
駅
限
定
で
販
売
さ
れ
て
い
る

「
ゆ
ず
ペ
ー
ス
ト
」
の
ほ
か
、
１２
月
に

は
新
商
品
の
ユ
ズ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　　道の駅「おおき」

大木町横溝1331-1
0944-75-2150

　　道の駅「豊前おこしかけ」

豊前市四郎丸1041-1
0979-84-0544

6

7

夏場に取れるハモも
有名で、隣接するフー
ドコートでは、鱧

はも

カツ
バーガーを味わえるほ
か、直売所では廃棄さ
れていた頭や骨を焼き
上げたオリジナル商品

「黄金の焼鱧だし」を
販売しています。

Ωϊίͷ΋͗ औΓ
ମ͕ݧେਓؾ

प๷ಿͷܙみ΍
Ζ͍Ζ͍޾ͷࢁ

େ໦ொࡊछ ���ˋͷ਎ମʹ༏し͍ࡊछ༉

αΫαΫ！᲼ΧπόʔΨʔ

ಓのӺ

おお͖
( 大木町 )

ಓのӺ

๛લお͜ し͔ ͚
( 豊前市 )

大木町産の菜種を
昔ながらの製法で絞っ
た『わのかおり』は、
無添加にこだわった風
味豊かな油です。天ぷ
らのほか、ドレッシン
グなどにもおすすめで
す。
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ブルーカーボン
環境と海を救う

　私たちの食卓を支える豊かな海産物を育み「海のゆりかご」といわれる藻場。藻

場を形成する海藻や海草の光合成によって蓄積される炭素は「ブルーカーボン」と

呼ばれ、脱炭素社会の実現に向けて大きな役割が期待されています。県では昨年、

産学官による「福岡県ブルーカーボン推進協議会」を設立し、海洋環境の変化やウ

ニによる食害で荒れてしまった藻場を再生させる試みを進めています。ウニの駆除

や採捕・養殖を通じて豊かな海を取り戻すための奮闘の舞台裏に迫りました。

（写真提供）一般社団法人ふくおかFUN

Blue Carbon



②排出された
CO2が
海に溶け込む

ブルーカーボン

CO２固定量 (削減量 )を企業などに販売

ウニ養殖で漁業者の所得向上 九州大学と連携し、ドローンを用いたCO2 固定量
の算定技術を開発

ブルーカーボン
創出までの流れ

得られた
資金を活用

三一石 鳥

ブルーカーボン
創出の

メリット

1

メリット

2メリット

3

ブルーカーボン
創出の

ブルーカーボンブルーカーボン
創出の

ブルーカーボンブルーカーボン
創出の

ブルーカーボン
創出の創出の創出の

三一石

創出の

三 鳥

藻場回復 水産資源育成+

③海に溶け込んだCO2を
　海藻・海草が吸収・固定

①産業活動などで
CO2排出

ウニの駆除・採捕
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渡
邉
憩
さ
ん

古
藤
真
裟
斗
さ
ん

川
野
大
地
さ
ん

潜
水
技
術

活
動
に
生
か
す

県
立
水
産
高
校
（
福
津
市
）
で

は
、
潜
水
士
を
目
指
す
海
洋
科
マ

リ
ン
技
術
コ
ー
ス
の
３
年
生
が
、

学
校
で
培
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
技

術
を
生
か
し
、
藻
場
の
保
全
の
た

め
の
ウ
ニ
の
駆
除
や
、
陸
上
の
草

で
藻
場
を
再
現
し
た
「
イ
ン
ス
タ

ン
ト
藻
場
」
の
設
置
・
観
察
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
校
は
今
年
７
月
、
福
岡
県
海

洋
開
発
協
会
や
福
岡
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
な
ど
と
、
海
で
働
く

人
材
の
育
成
で
協
力
す
る
「
み
ら

う
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
協
定
を

締
結
。
専
門
家
の
持
つ
高
度
な
専

門
知
識
や
技
術
で
生
徒
の
活
動
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

今
年
６
月
、
同
コ
ー
ス
の
「
藻

場
保
全
班
」
が
恋
の
浦
海
岸
で
活

動
に
着
手
。
生
徒
た
ち
は
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
を
着
て
１
時
間
ほ
ど
海

中
に
潜
り
、
海
藻
を
食
べ
尽
く
す

ウ
ニ
を
間
引
く
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
海
中
で
は
波
の
流
れ
に
逆
ら

い
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
必
要

が
あ
る
た
め
、
作
業
は
大
変
だ
と

い
い
ま
す
が
、
同
班
の
渡わ
た
な
べ邉
憩け
い
さ

ん
は
「
少
し
で
も
魚
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
藻
場
班
」
は

九
州
大
学
水
産
実
験
所
の
指
南
を

受
け
今
年
５
月
、
福
津
市
内
の
水

辺
に
生
え
て
い
る
ヨ
シ
で
作
っ
た

藻
場
を
学
校
前
の
海
中
に
設
置
。

３
週
間
か
け
て
、
魚
の
隠
れ
家
や

産
卵
場
所
に
な
る
か
ど
う
か
、
様

子
を
定
期
的
に
観
察
し
ま
し
た
。

今
後
も
設
置
場
所
を
変
え
る
な
ど

し
て
、
観
察
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
行
う
計
画
で
す
。
同
班
の

古こ
と
う藤
真ま

さ

と
裟
斗
さ
ん
は
、「
後
輩
た

ち
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を
残
し
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
校
外
に

発
信
す
る
の
が
、「
広
め
隊
」で
す
。

小
中
学
校
や
県
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

推
進
協
議
会
の
事
例
報
告
会
で
、

仲
間
を
代
表
し
て
活
動
の
内
容
や

成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
原
動

力
は
「
将
来
、
海
で
働
く
仲
間
に

た
く
さ
ん
入
学
し
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
。「
豊
か
な
海
を
残
す
こ

と
の
大
切
さ
も
し
っ
か
り
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
、
広
め
隊
の
川か
わ
の野

大だ
い
ち地
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

福津市津屋崎4-46-14
0940-52-0158

( 写真提供 )福岡県立水産高校

豊
か
な
海
を
残
す
！

水
産
高
生
の
挑
戦

福岡県立水産高校
１９５４（昭和29）年に創立され、翌55

（同30）年、福津市の景勝地・津屋
崎海岸に開校した。４級海技士や潜
水士の資格取得を目指す海洋科、
食品の開発や流通について学習す
る食品流通科、水生生物の生態や
漁業経営などを学ぶアクアライフ科
の３学科がある。全国優勝した端艇
部など、部活動も盛ん。定員１６０人。
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２
２
０
０
個
販
売

「
新
た
な
収
入
源
に
」

玄
界
灘
と
響
灘
か
ら
な
る
筑
前

海
に
面
し
た
岡
垣
町
の
波
津
漁

港
。
波
穏
や
か
な
港
内
に
漂
う
２

基
の
イ
カ
ダ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

カ
ゴ
で
は
、
約
３
０
０
０
個
の
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
養
殖
さ
れ
て
い
ま

す
。「

先
週
の
餌
も
き
れ
い
に
な
く

な
っ
て
い
る
。
順
調
に
育
っ
て
い

る
証
拠
で
す
」。
遠
賀
漁
協
の
参

事
で
3
年
前
か
ら
養
殖
に
取
り
組

む
河か
わ
む
ら村
拓た
く
ま磨
さ
ん
は
、
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

筑
前
海
で
は
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
頃
か
ら
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が

増
え
続
け
、藻
場
を
食
い
荒
ら
し
、

磯
焼
け
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
増
え
た
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
身

が
少
な
く
て
売
り
物
に
な
ら
ず
、

取
る
人
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

漁
協
で
は
、
高
齢
化
を
理
由
に

漁
を
や
め
る
組
合
員
が
多
い
一
方

で
、
後
継
者
が
不
足
す
る
な
ど
、

別
の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
河
村
さ
ん
は
「
船
を
下

り
た
組
合
員
や
、
漁
業
に
就
い
た

ば
か
り
の
後
継
者
の
収
入
源
に
な

り
得
る
」
と
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を

採
捕
し
、
養
殖
を
始
め
ま
し
た
。

餌
と
な
る
ワ
カ
メ
の
や
り
方
を

試
行
錯
誤
す
る
中
で
、
多
く
の
ウ

ニ
が
死
ん
で
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
に

も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
県
水
産

海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
や
県
立
水
産

高
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
昨
年

度
は
２
２
０
０
個
の
養
殖
ウ
ニ
を

販
売
し
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

河
村
さ
ん
は
「
安
定
供
給
を
続

け
ら
れ
る
手
法
を
確
立
し
、
味
や

色
な
ど
品
質
に
も
こ
だ
わ
れ
る
よ

う
に
取
り
組
み
を
続
け
た
い
」
と

表
情
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

２
０
０
個
販
売

２
０
０
個
販
売

２
０
０
個
販
売

ウ
ニ
が
拓
く
！

漁
協
の
未
来

ワ
カ
メ
の
端
材
を
ウ
ニ
の
餌
と
し
て

再
利
用

ウニの状態を確認する河村さん
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豊前市

豊前海北部漁協
（恒見支所）

北九州市 豊前海苅田町
行橋市

築上町
吉富町

曽根干潟

福
岡
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド

県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー

豊
前
海
研
究
所(

豊
前
市)

に
よ

る
と
、「
豊
前
海
一
粒
か
き
」
は

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
北
九

州
市
門
司
区
恒つ
ね
み見
で
養
殖
が
ス

タ
ー
ト
。
県
内
の
カ
キ
養
殖
の
発

祥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
北

九
州
市
、
苅
田
町
、
行
橋
市
、
築

上
町
、
豊
前
市
、
吉
富
町
の
６
市

町
で
年
間
１
３
０
０
～
１
６
０
０

ト
ン
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ミ
ネ

ラ
ル
豊
富
な
豊
前
海
で
育
つ
カ
キ

の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
、
大
粒

の
身
と
濃
厚
な
う
ま
み
。
宅
配
や

直
売
所
で
殻
付
き
の
ま
ま
販
売
す

る
の
が
特
徴
で
す
。

北
九
州
市
の
東
部
に
広
が
る
曽

根
干
潟
。
そ
の
沖
合
に
は
カ
キ
の

養
殖
イ
カ
ダ
が
浮
か
び
ま
す
。
豊

前
海
北
部
漁
業
協
同
組
合
恒
見
支

所
に
所
属
す
る
漁
師
・
江え
ぐ
ち口
英ひ
で
と
し利

さ
ん
は
、
父
親
が
始
め
た
カ
キ
養

殖
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

PRIDE
FOOD

FUKUOKA
★★★

おいしい誇りを食卓に
File.28

大
粒
の
身
と
濃
厚
な
味
わ
い

豊
前
海
一
粒
か
き

冬
の
海
の
幸
の
代
表
格
「
マ
ガ
キ
」。
県
に
は
多
彩
な
ブ
ラ
ン
ド
カ
キ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
豊
前
海
で
養
殖
さ
れ
る
「
豊
前
海
一
粒

か
き
」
で
す
。
焼
い
て
も
、蒸
し
て
も
、お
い
し
い
カ
キ
を
紹
介
し
ま
す
。

一
粒
ず
つ
手
間
を
惜
し
ま
ず

「
豊
前
海
一
粒
か
き
」
に
は
、

漁
業
者
の
養
殖
方
法
の
工
夫
と
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
養

殖
中
に
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
生
物
が

殻
に
付
着
す
る
と
、
カ
キ
の
餌
と

な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
て
し

ま
い
、
カ
キ
が
十
分
に
生
育
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解

消
す
る
た
め
、
出
荷
の
１
カ
月
ほ

ど
前
に
海
か
ら
カ
キ
を
引
き
上

げ
、
一
粒
ず
つ
殻
に
付
着
し
た
フ

ジ
ツ
ボ
な
ど
を
除
去
。
き
れ
い
に

し
て
、
再
度
、
イ
カ
ダ
に
つ
る
し

て
生
育
を
促
し
ま
す
。

14



恒見焼き喰
く

い処
どころ

北九州市門司区猿喰
　 新門司海浜緑地内　

080-2720-5861

豊前海北部漁協恒見支所が運営するカキ小屋。海の見えるロケーション
で、「豊前海一粒かき」の炭火焼きが味わえます。数量限定で販売するカ
キ飯も自慢の一品。お米の一粒一粒までカキのうまみが染みています。
今シーズンは１月８日にオープン予定。

1

23

1.一粒ずつきれいにする手間を惜しまない　2.養殖イカダから「豊前海一粒かき」を引き上げる　
3.機械での洗浄作業

安
心
し
て
味
わ
え
る
よ
う
に
、

出
荷
時
に
も
ひ
と
手
間
を
加
え
ま

す
。
紫
外
線
で
殺
菌
処
理
し
た
海

水
に
１
日
浸
す
こ
と
で
、
高
品
質

で
安
全
・
安
心
な
カ
キ
を
消
費
者

に
届
け
ま
す
。
こ
う
し
た
丁
寧
な

作
業
が
、
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
信
頼
と

価
値
を
高
め
て
い
る
の
で
す
。

江
口
さ
ん
は
「
濃
厚
な
う
ま
み

が
凝
縮
さ
れ
、
何
度
も
食
べ
た
く

な
る
自
慢
の
カ
キ
」と
語
り
ま
す
。

水
揚
げ
は
例
年
12
月
か
ら
３
月
。

１
月
か
ら
３
月
は
特
に
お
い
し
く

な
る
そ
う
で
す
。
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「
豊
か
さ
と
は
何
な
の
か
」

―
。
千

葉
県
出
身
の
直
哉
さ
ん
と
佐
賀
県
出
身

の
摩
智
子
さ
ん
夫
妻
は
、
神
奈
川
県
川

崎
市
で
の
生
活
を
続
け
る
中
で
、
移
住

を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
も
の
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
直

哉
さ
ん
は
木
工
作
家
を
目
指
し
、
摩
智

子
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

昨
年
７
月
に
移
り
住
ん
だ
筑
後
市
で
、

夫
婦
二
人
三
脚
で
歩
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

肌
に
合
う「
も
の
づ
く
り
」文
化

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
結
婚
し
た
、
運
送

業
に
携
わ
っ
て
い
た
直
哉
さ
ん
と
、
ア
パ
レ
ル
関

係
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
摩
智
子
さ
ん
。「
妻
の
実
家
へ
行
く
た
び
に

豊
か
な
食
や
生
活
環
境
に
魅
了
さ
れ
、『
い
ず
れ
は

移
住
を
』
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
直

哉
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

10
〜
30
歳
代
は
音
楽
活
動
に
情
熱
を
注
ぐ
一

方
、
手
先
の
器
用
さ
か
ら
自
宅
用
や
知
人
の
依
頼

で
、
棚
や
椅
子
な
ど
の
家
具
も
作
っ
て
い
た
直
哉

さ
ん
。生
活
の
新
し
い
拠
点
を「
九
州
の
ど
こ
か
で
」

と
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
で
、
全
国
有
数
の
家

具
産
地
が
あ
る
福
岡
県
に
注
目
し
ま
し
た
。

翌
２
０
２
４
年
に
は
、
福
岡
県
で
の
暮
ら
し
や

仕
事
に
触
れ
る「
福
岡
く
ら
し
ご
と
体
験
」に
参

加
し
、
筑
後
市
や
大
川
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

摩
智
子
さ
ん
は
「
筑
後
や
八
女
、
広
川
な
ど
エ

リ
ア
全
体
に
根
付
く
『
も
の
づ
く
り
文
化
』
が
自

分
た
ち
の
肌
に
合
う
と
思
い
ま
し
た
。
伝
統
を
生

か
し
つ
つ
、
新
し
い
も
の
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

雰
囲
気
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

心
豊
か
な
暮
ら
し
、２
人
で
前
へ

移
住
か
ら
約
１
年
半
が
経
過
し
、「
広
さ
に
圧

倒
さ
れ
た
」
と
い
う
県
営
筑
後
広
域
公
園
が
２
人

の
お
気
に
入
り
の
場
所
。
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
、

近
く
の
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄
っ
た
後
に
散
策
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

直
哉
さ
ん
は
「
木
工
作
家
と
し
て
『
空
間
』
を

豊
か
に
す
る
家
具
を
生
み
出
し
た
い
」
と
意
気
込

み
、
摩
智
子
さ
ん
は
「
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
作

り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
の
仕
事
や

文
化
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。
筑
後
市
で
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
満
喫
し
な

が
ら
、
２
人
で
一
歩
ず
つ
「
自
分
た
ち
の
形
」
を

築
い
て
い
ま
す
。
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「道が分からないときは付き添っ
て案内してくれるし、市役所でも親
身になって対応してもらえました」
と話す 2人。地域の人々の支えに
より、ほっと一息つける生活を楽し
んでいる。

2人が手がけた作品
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福岡県移住・定住
ポータルサイト

「
豊
か
さ
と
は
何
な
の
か
」

―
。
千

葉
県
出
身
の
直
哉
さ
ん
と
佐
賀
県
出
身

の
摩
智
子
さ
ん
夫
妻
は
、
神
奈
川
県
川

崎
市
で
の
生
活
を
続
け
る
中
で
、
移
住

を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
も
の
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
直

哉
さ
ん
は
木
工
作
家
を
目
指
し
、
摩
智

子
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

昨
年
７
月
に
移
り
住
ん
だ
筑
後
市
で
、

夫
婦
二
人
三
脚
で
歩
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

肌
に
合
う「
も
の
づ
く
り
」文
化

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
結
婚
し
た
、
運
送

業
に
携
わ
っ
て
い
た
直
哉
さ
ん
と
、
ア
パ
レ
ル
関

係
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
摩
智
子
さ
ん
。「
妻
の
実
家
へ
行
く
た
び
に

豊
か
な
食
や
生
活
環
境
に
魅
了
さ
れ
、『
い
ず
れ
は

移
住
を
』
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
直

哉
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

10
〜
30
歳
代
は
音
楽
活
動
に
情
熱
を
注
ぐ
一

方
、
手
先
の
器
用
さ
か
ら
自
宅
用
や
知
人
の
依
頼

で
、
棚
や
椅
子
な
ど
の
家
具
も
作
っ
て
い
た
直
哉

さ
ん
。生
活
の
新
し
い
拠
点
を「
九
州
の
ど
こ
か
で
」

と
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
で
、
全
国
有
数
の
家

具
産
地
が
あ
る
福
岡
県
に
注
目
し
ま
し
た
。

翌
２
０
２
４
年
に
は
、
福
岡
県
で
の
暮
ら
し
や

仕
事
に
触
れ
る「
福
岡
く
ら
し
ご
と
体
験
」に
参

加
し
、
筑
後
市
や
大
川
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

摩
智
子
さ
ん
は
「
筑
後
や
八
女
、
広
川
な
ど
エ

リ
ア
全
体
に
根
付
く
『
も
の
づ
く
り
文
化
』
が
自

分
た
ち
の
肌
に
合
う
と
思
い
ま
し
た
。
伝
統
を
生

か
し
つ
つ
、
新
し
い
も
の
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

雰
囲
気
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

心
豊
か
な
暮
ら
し
、２
人
で
前
へ

移
住
か
ら
約
１
年
半
が
経
過
し
、「
広
さ
に
圧

倒
さ
れ
た
」
と
い
う
県
営
筑
後
広
域
公
園
が
２
人

の
お
気
に
入
り
の
場
所
。
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
、

近
く
の
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄
っ
た
後
に
散
策
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

直
哉
さ
ん
は
「
木
工
作
家
と
し
て
『
空
間
』
を

豊
か
に
す
る
家
具
を
生
み
出
し
た
い
」
と
意
気
込

み
、
摩
智
子
さ
ん
は
「
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
作

り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
の
仕
事
や

文
化
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。
筑
後
市
で
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
満
喫
し
な

が
ら
、
２
人
で
一
歩
ず
つ
「
自
分
た
ち
の
形
」
を

築
い
て
い
ま
す
。

筑後市ホームページ
筑後市に住む
「移住・定住情報」
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3

9

門司港
レトロ

めかり観潮 
遊歩道

和布刈神社

 関門海峡ミュージアム 

 九州鉄道記念館 

カンモン
ハート

門司港駅

カンモン
ハート

夕日に染まる港町vol.3
ー関門海峡をほっこり散策ー

オ
レ
ン
ジ
色
の
海
峡
で

下
関
市
の
遊
園
地
・
は
い
！
か
ら
っ
と
横
丁
の
観
覧
車
の
先
に
沈
む
夕
日
。

観
覧
車
の
窓
を
ひ
と
と
き
の
宝
石
に
変
え
る

18



夕日に染まる港町に
それぞれの時間
　関門・門司港レトロ周辺（北九州市門司区）

年
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
か
ら
30
周
年
を
迎
え

た
北
九
州
市
門
司
区
の
「
門
司
港

レ
ト
ロ
」。
海
岸
線
に
沿
っ
て
30

分
ほ
ど
北
へ
歩
く
と
、
九
州
本
土

の
最
北
端
に
鎮
座
す
る
１
８
０
０

年
前
に
創
建
さ
れ
た
和め

か

り
布
刈
神
社

が
あ
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
、
関
門
海
峡
の
対
岸

に
は
炎
の
よ
う
に
赤
い
太
陽
が
沈

み
、
遊
園
地
の
観
覧
車
が
黄
金
色

に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

和
布
刈
神
社
の
周
り
に
は
、
海

峡
を
見
渡
し
な
が
ら
歩
け
る
「
め

か
り
観
潮
遊
歩
道
」
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る
空
に

浮
か
ぶ
、
和
布
刈
神
社
の
鳥
居
と

九
州
と
本
州
を
結
ぶ
関
門
橋
。
そ

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ
に
誰

も
が
魅
了
さ
れ
ま
す
。

大
小
の
船
が
行
き
交
う
海
峡
を

眺
め
る
人
、
静
か
に
夕
日
を
見
つ

め
る
観
光
客
、
の
ん
び
り
と
釣
り

糸
を
垂
れ
る
地
元
の
住
民

―
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
が
、
夕
刻
の
港

町
で
静
か
に
重
な
り
合
い
ま
す
。

今

和布刈神社の鳥居と重なる関門橋のシルエット

めかり観潮遊歩道の先には関門海峡ミュージアムが見える



恋
人
た
ち
の〝
聖
地
〟と
し
て
も
人

気
の
関
門
エ
リ
ア
に
は
、
通
称
「
カ

ン
モ
ン
ハ
ー
ト
」と
い
う
七
つ
の
ハ
ー

ト
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
門
司
港
レ
ト

ロ
に
四
つ
、
下
関
に
三
つ
あ
り
ま
す
。

門
司
港
レ
ト
ロ
の
旧
門
司
税
関
そ

ば
に
あ
る
大
き
な
ハ
ー
ト
、
赤
レ
ン

ガ
の
壁
や
、
海
沿
い
の
ベ
ン
チ
、
歩

道
に
刻
ま
れ
た
ハ
ー
ト
は
、
形
も
大

き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
つ
一
つ
表

情
が
異
な
り
ま
す
。

門
司
港
か
ら
下
関
の
唐
戸
地
区
ま

で
は
連
絡
船
で
５
分
ほ
ど
。
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
前

の
オ
ブ
ジ
ェ
や
灯
台
、
水
族
館
「
海

響
館
」
の
付
近
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
バ
レ
ン
タ

イ
ン
と
、
私
た
ち
の
心
を
自
然
と

浮
き
立
た
せ
て
く
れ
る
こ
の
季
節
。

「
ハ
ー
ト
を
見
つ
け
た
ら
幸
せ
に
な
れ

る
か
も
？
」。
宝
探
し
の
気
分
で
海
峡

の
街
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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縄
文
時
代
か
ら
豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
人
々
の
生
活

が
脈
々
と
営
ま
れ
て
き
た
鞍
手
町
は
、
福
岡
市
と
北
九
州
市
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
置
し
、
２
０
２
５
年
�
月
に
町
制
施
行
��
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。「
ひ
と
が
輝
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
目

指
し
て
、「
ひ
と
の
笑
顔
が
地
域
を
創つ
く

る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

新
た
な
時
代
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

笑
顔
が
創
る
未
来

本
の
近
代
化
を
支
え
、

鞍
手
町
の
発
展
を
牽け
ん
い
ん引

し
た
石
炭
産
業
。
役
場
庁
舎
の

隣
に
立
つ
鞍
手
町
歴
史
民
俗
博

日

物
館
は
、
町
の
礎
を
築
い
た
炭

鉱
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
石

炭
資
料
展
示
室
（
別
館
）
を
新

設
し
、
２
０
２
５
年
５
月
に
リ

Ҍखொྺ࢙
ຽଏത෺ؗɺ
͜Ͳ΋޿৔

1

͖ΒΊ͖ɹϚΠλ΢ϯ

Ҍख町



斜面を利用したクライミング施設

坑道の様子をリアルに再現

問い合わせ
Ҍखொ໾৔ɹ

鞍手町小牧 2080-2　  0949-42-2111
https://www.town.kurate.lg.jp/index.html

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。石

炭
資
料
展
示
室
で
は
、
ラ

イ
ト
が
付
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

懐
中
電
灯
を
貸
し
出
し
て
お

り
、
当
時
の
姿
で
室
内
を
巡
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
ア
ル
感

を
出
す
た
め
に
照
明
を
落
と
し

た
展
示
室
に
は
、
実
物
大
の
坑

道
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
採
炭

現
場
の
ジ
オ
ラ
マ
や
貴
重
な
映

像
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
時

の
活
気
や
厳
し
い
作
業
環
境
を

体
感
で
き
ま
す
。

本
館
で
は
、
縄
文
時
代
の
暮

ら
し
を
伝
え
る
新に

の
ぶ延
貝
塚
の
実

物
の
貝
層
、
古ふ
る
つ
き
よ
こ
あ
な

月
横
穴
や
新
延

大
塚
古
墳
の
出
土
品
の
ほ
か
、

昭
和
の
家
庭
の
暮
ら
し
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
町
の

歩
み
を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

博
物
館
そ
ば
に
は
、
大
型
遊

具
を
備
え
た
「
こ
ど
も
広
場
」

が
２
０
２
４
年
11
月
に
誕
生
。

斜
面
を
上
っ
て
遊
ぶ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
や
幼
児
向
け
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
元
気

な
歓
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

23



鞍
手
町
役
場

剣岳自然公園

長谷観音

鞍手町歴史
民俗博物館、
こども広場 

サングリーン鞍手

鞍手IC

九州自動車道

山陽新幹線

JR筑豊本線
鞍
手
駅

4

1
3

2

29

55

　町のほぼ中央にある剣
つるぎだけ

岳は「鞍手富士」の愛称で親し
まれています。山頂の自然公園には、室町時代の応仁年
間に築かれた城跡の一部が残り、町の景色が一望できま
す。剣岳の中腹に立つ八

やつるぎ

剣神社には、三種の神器の一つ
「草

くさなぎ

薙の剣」がヤマトタケルノミコトによって納められた
という伝説があります。

　鞍手町は県内有数の巨峰の
産地です。戦後、炭鉱のボタ山
の南側斜面を利用して栽培が
始まり、現在の生産面積は約
40ヘクタールと筑豊地区で最
大になりました。「鞍手ぶどう」
の名でブランド化に取り組んで
います。
　この巨峰を使った微炭酸
飲料が「やさしい巨峰サイ
ダー」。季節を問わずに自慢の
味を届けたいと、JA直鞍が商
品化を進め、町のふるさと納税
返礼品にもなっています。

　JA直鞍の農産物直売所。県道
55号沿いの緑色の屋根が目印で
す。旬の朝採り野菜を手頃な価格
で購入できます。地元の農産品を
使った総菜やドレッシングなどの
加工品も人気が高く、週末には
地元はもちろん遠方から訪れる
客でにぎわいます。

વެԂַࣗ݋

αϯάϦʔϯ
Ҍख

ๆαΠμʔڊๆɾڊ

3

εϙοτ
Ҋ಺
."1

2
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鞍
手
町
役
場

剣岳自然公園

長谷観音

鞍手町歴史
民俗博物館、
こども広場 

サングリーン鞍手

鞍手IC

九州自動車道

山陽新幹線

JR筑豊本線
鞍
手
駅

4

1
3

2

29

55

　毎年8月14日の夜、永谷地区の真教
寺山門前で地元住民が上組と下組に
分かれて、大綱引きを盛大に行いま
す。江戸時代に飢餓と悪疫から救った

博多の豪商・白
しろうず

水幽
ゆうしん

心の恩恵を忘れ
ず、先祖の菩

ぼだ い

提に供えるために万年願
をかけた盆綱引きが行われるように
なったといわれます。

長
ちょうこくじ

谷寺にある国指定の重要文化財「木
造十一面観音立像」。地元では「長

は せ

谷観
音」と呼ばれています。頭頂から台座の蓮
肉部まで一木で造られ、平安時代前期の様
式を受けた気品のある美しい姿が特徴。春
の大祭（4月17、18日）と秋の大祭（10月17、
18日）で、ご開帳されます。

Ӭ
ͳ͕ͨに

୩ສ
·ΜͶΜ

೥ئ
͕Μ

ຍߝҾ͖

௕୩؍Ի
4

鞍
手
町

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト



地
域
と
の
つ
な
が
り

教
育
長

保
育
園
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
・
教
育
全
般
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
桂
川
の
宝
で
す
。

加
耒

私
た
ち
の
保
育
園
で
は
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
園
児
以
外
の

親
子
も
参
加
で
き
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

や
、
季
節
の
行
事
を
楽
し
む
催
し
も
企
画
。
子

育
て
で
大
事
な
「
ち
ょ
っ
と
相
談
で
き
る
場
」

を
増
や
し
た
い
、
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

知
事

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
変
わ
り
、

核
家
族
化
が
進
ん
だ
今
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
相
談
が
で
き
る
場
は
貴
重
。
男
性
の
育

児
参
画
が
進
む
中
、
県
は
父
親
の
子
育
て
の
悩

み
に
応
え
る
た
め
従
前
の
子
育
て
電
話
相
談
に

加
え
て
、
今
年
10
月
、「
パ
パ
の
た
め
の
子
育

て
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
共
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

初
の
中
学
生
海
外
派
遣

安
藤

初
の
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
今
夏
、
他

校
の
１
名
を
含
む
計
８
名
の
生
徒
た
ち
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
（
Ｍ
Ｃ

Ｕ
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
本
校
の
目
指
す
生
徒
像

で
あ
る
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
に
つ

な
が
る
事
業
で
し
た
。

上
田

Ｍ
Ｃ
Ｕ
を
訪
ね
る
と
、
初
対
面
と
思
え

な
い
ほ
ど
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学

部
の
授
業
は
黒
板
や
教
科
書
が
な
く
、
自
由
な

席
で
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
を
重
視
し
た
ス
タ

イ
ル
が
新
鮮
で
し
た
。
友
達
同
士
の
会
話
は
タ

ガ
ロ
グ
語
、
授
業
は
英
語
と
、
２
言
語
を
使
い

こ
な
す
姿
に
も
驚
き
、
私
自
身
、
も
っ
と
英
会

話
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
国

際
交
流
に
参
加
し
て
考
え
を
深
め
る
と
と
も

に
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
る
こ
と
に
感
謝
し
、

挑
戦
を
続
け
た
い
で
す
。

知
事

先
生
方
が
熱
意
と
愛
情
を
持
っ
て
生
徒

に
向
き
合
い
、
社
会
へ
羽
ば
た
く
人
材
を
育
て

「
歴
史
の
ま
ち
」桂
川
町

過
去
か
ら
未
来
へ

羽
ば
た
く
教
育
を
展
開

知
事
が
各
地
へ
出
向
き
、
地
域
で
活
躍
中
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
す
る
「
知
事
と
い
き
い
き
ト
ー
ク
」。

今
回
は
、古
代
の
歴
史
が
息
づ
く
桂
川
町
を
訪
問
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
こ
ど
も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

̎̌ ̎̑ ೥
��݄ ��೔

઒ொܡ

桂川町で
活躍する皆さん

˔加
か く

耒 景
け い こ
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藤 能
よしゆき

之͞Μᶄ
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˔上
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田 こころ͞Μᶅ
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˔幸
こ う だ

田 猛
たけし
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˔諫
いさやま

山 慶
よし

秀
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て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ま
さ
に
実
践
的
な
英
語
能
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、
県
で
は
高
校
生
向
け
の
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ

ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
‐
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
夢
を
追
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

幸
田

郷
土
史
会
は
会
員
22
名
で
、
年
２
回
の

王
塚
古
墳
の
特
別
公
開
で
の
説
明
や
案
内
の
ほ

か
、
近
隣
の
古
墳
や
遺
跡
を
巡
る
バ
ス
ハ
イ
ク

も
年
数
回
、
行
っ
て
い
ま
す
。
町
に
貴
重
な
遺

跡
が
あ
る
こ
と
を
特
に
こ
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
特
別
公
開
は
全
国
か
ら
各
回

２
０
０
０
名
近
く
が
訪
れ
ま
す
が
、
今
年
は
４

月
の
古
墳
館
の
火
災
の
た
め
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
来
年
は
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

知
事

立
派
な
展
示
館
が
あ
り
、
か
ね
て
観
光

振
興
の
活
性
剤
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

復
旧
後
に
は
ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
し
、
知
名
度
を
も
っ
と

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

郷
土
愛

カ
ル
タ
で
育
む

諫
山

昨
年
、
郷
土
カ
ル
タ
の
「
桂
川
そ
ー
つ

く
カ
ル
タ
」
を
、
町
や
県
の
協
力
の
も
と
図
書

館
の
全
職
員
で
制
作
し
ま
し
た
。「
そ
ー
つ
く
」

は
方
言
で
「
歩
き
回
る
」
と
い
う
意
味
。
カ
ル

タ
に
描
か
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
、
郷
土
の

良
さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
こ
め
て

名
付
け
ま
し
た
。
催
し
を
定
期
的
に
開
き
、
楽

し
く
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

知
事

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
遊
び
な
が
ら

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を

学
べ
る
の
は
い
い
で

す
ね
。
地
元
を
知
る

入
り
口
と
し
て
期
待

で
き
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
連
帯
も
生
ま
れ

そ
う
で
す
。

國
本

商
工
会
青
年
部
は
20
～
40
歳
代
の
約
30

名
で
、
夏
ま
つ
り
を
主
催
す
る
な
ど
地
域
貢
献

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
小
学
４
年
生
を
対
象
と

し
た
「
い
の
ち
の
授
業
」
は
、
若
者
の
自
死
問

題
に
対
し
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
、
今
年
で
９
回
目
。
身
近
な
命
を
亡
く
し
た

当
事
者
の
講
話
を
直
に
聞
い
て
も
ら
う
な
ど
し

て
い
ま
す
。

知
事

命
の
大
切
さ
を
肌
身
で
感
じ
て
も
ら

い
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
を
育
て
る
こ
と
は
重

要
で
す
ね
。

本
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
こ

ど
も
た
ち
を
支
え
、

育
ん
で
い
こ
う
と
い

う
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

王塚古墳・
王塚装飾古墳館

桂川町寿命376（王塚装飾古墳館）
0948－65－2900

6 世紀の前方後円墳で、1952（昭和 27）年に国特別史跡
に指定。国内最多の6 色で盾や三角文などの文様を描いた
豪華絢爛な装飾壁画で知られる。隣接する王塚装飾古墳館
は、精巧な構造を再現した石室のレプリカなどを展示している。
（2025 年 11月現在休館中。再開時期はホームページなどで
告知予定）

JR 桂川駅
桂川町豆田131－6
0948－65－3330（町建設事業課）
0948－65－1106（町産業振興課)

　駅周辺の利便性向上とにぎわい創出のため、2021年に新
しい駅舎と南北を結ぶ約 40メートルの自由通路が完成。駅1
階には観光案内・待合スペース「keisenまちプラザ」があり、
駅の外壁には古墳壁画の文様をイメージした装飾が施されて
いる。隣接地には町営駐車場も整備されている。

ゆのうら体験の杜
もり

桂川町土師4670－1
0948－65－3663

2018（平成 30）年にオープンした町営の宿泊・体験施設。小
学生のサマーキャンプやスポーツクラブの合宿などに多く利用さ
れている。客室6室のうち2室は和室で、小さいこども連れにも
人気。館内では料理教室などのイベントを定期的に開催している。
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ココが推し
桂川町の



県
議
会
だ
よ
り

福岡県議会事務局 調査課　 ０９２－６４３－３８３２　ＦＡＸ０９２－６４３－３８２５
福岡県議会ホームページ　https://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/ 県議会だより

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
は
、そ
の
所
管
に
属
す
る
県
の
事
務
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
議
案
、請
願
な
ど
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
議
会
に
お
い
て
は
、総
務
企
画
地
域
振
興
、厚
生
労
働
環
境
、県
民
生
活
商
工
、農
林
水
産
、県
土
整
備
、建
築
都
市
、文
教
、警
察
の
８

つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
次
の
５
つ
の
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

農
林
水
産
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会
は
、農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤

の
整
備
、農
林
水
産
物
の
生
産
お
よ
び
流
通
の
安
定
、

農
林
水
産
業
生
産
組
織
の
育
成
強
化
、農
林
水
産
業

関
係
試
験
研
究
機
関
の
整
備
、農
山
漁
村
環
境
の
整

備
、山
地
・
林
地
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
、食
と
農
林

水
産
業
に
係
る
啓
発
、農
林
水
産
業
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
に
つ
い
て
審
査
お
よ
び
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
築
都
市
委
員
会

建
築
都
市
委
員
会
は
、住
生
活
基
本
計
画
、公
営
住

宅
の
管
理
、都
市
計
画
、公
園
・
街
路
の
整
備
、下
水

道
の
整
備
、建
築
指
導
行
政
の
推
進
、県
有
施
設
の
整

備
、行
政
改
革
な
ど
に
つ
い
て
審
査
お
よ
び
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
土
整
備
委
員
会

県
土
整
備
委
員
会
は
、公
共
用
地
取
得
の
推
進
、道

路
整
備
事
業
、河
川
改
修
お
よ
び
河
川
総
合
開
発
の

促
進
、海
岸
・
港
湾
整
備
事
業
、急
傾
斜
地
の
崩
壊
防

止
な
ど
に
つ
い
て
審
査
お
よ
び
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

戸
成

祥
平

塩
生

好
紀

永
島

弘
通

渡
辺

美
穂

原
竹

岩
海

○
井
上
　
　
寛

◎
吉
田

浩
一

松
本

國
寛

桐
明

和
久

浦

伊
三
夫

宮
原

伸
一

吉
松

源
昭

新
開

嵩
将

稲
又

進
一

亀
﨑

大
介

井
上

博
隆

○
波
多
江
祐
介

◎
花
田

尚
彦

原
口

剣
生

中
牟
田
伸
二

香
原

勝
司

靏
林

大
我

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

大
田
　
　
満

江
口

善
明

江
藤

秀
之

井
上

忠
敏

◎
西
尾

耕
治

○
宮
川
宗
一
郎

佐
々
木

徹

田
中

雅
臣

川
上

多
恵

福
地

幸
子

冨
安

正
直

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）
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請願書の提出

請願の審査

委員会の審査結果報告

審査結果の通知

審査結果の受理

採決
◎採択◎不採択◎継続審査

請願書の受理

関係委員会への付託

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会
は
、教
育
改
革
推
進
方
策
、社
会
の
変

化
に
対
応
し
た
教
育
の
改
善
・
充
実
、教
職
員
の
定

数
・
給
与
お
よ
び
勤
務
条
件
の
改
善
、県
立
教
育
施

設
の
充
実
、学
校
週
５
日
制
の
弾
力
的
な
実
施
、生
涯

学
習
の
振
興・充
実
、保
健
体
育・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

文
化
財
の
保
護
、私
学
振
興
、青
少
年
の
健
全
育
成
、

学
校
や
地
域
社
会
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
対
策

な
ど
に
つ
い
て
審
査
お
よ
び
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
請
願

請
願
と
は
、県
議
会
に
対
し
、住
民
の
方
々
が
要
望
や
意
見
を
述

べ
る
制
度
で
、県
議
会
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
ま
す
。請
願
は
、

委
員
会
で
の
審
査
後
、本
会
議
に
お
い
て
採
決
さ
れ
、採
択
、不
採

択
、あ
る
い
は
継
続
審
査
の
決
定
を
行
い
ま
す
。な
お
、採
択
さ
れ

た
請
願
は
必
要
に
応
じ
て
、国
な
ど
に
意
見
書
を
提
出
し
た
り
、県

に
対
し
て
、そ
の
処
理
経
過
お
よ
び
結
果
の
報
告
を
求
め
た
り
す

る
な
ど
、要
望
や
意
見
の
実
現
に
向
け
て
処
理
し
ま
す
。

提
出
す
る
際
は
、定
め
ら
れ
た
様
式
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、署

名
ま
た
は
記
名
押
印
の
上
、県
議
会
議
員
（
１
人
以
上
）の
紹
介
を

経
て
、議
長
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
陳
情

陳
情(

要
望
書
、要
請
書
、決
議
書
、嘆
願
書
な
ど
も
含
む
）と
は
、

請
願
と
同
様
に
、県
議
会
に
対
し
、住
民
の
方
々
が
要
望
や
意
見
を

述
べ
る
制
度
で
す
が
、県
議
会
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

陳
情
は
、本
会
議
で
の
採
決
は
行
い
ま
せ
ん
が
、住
民
の
方
々
の
要

望
や
意
見
を
県
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、関
係
の
委
員
会
に

回
付
さ
れ
、必
要
に
応
じ
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
す
。

提
出
す
る
際
は
、請
願
と
同
様
、必
要
事
項
を
記
載
し
、署
名
ま

た
は
記
名
押
印
の
上
、議
長
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

陳
情
は
、県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、署
名
お
よ
び
押
印
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

警
察
委
員
会

警
察
委
員
会
は
、暴
力
団
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
、少

年
の
非
行
防
止
お
よ
び
健
全
育
成
対
策
、交
通
指
導

取
り
締
ま
り
対
策
お
よ
び
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、

風
俗
営
業
な
ど
取
り
締
ま
り
対
策
、麻
薬
お
よ
び
密

貿
易
取
り
締
ま
り
対
策
、警
察
署
の
管
轄
区
域
な
ど

に
つ
い
て
審
査
お
よ
び
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
村

香
月

松
下

正
治

室
屋

美
香

新
井
富
美
子

○
嘉
村
　
　
薫

◎
髙
橋

義
彦

今
林
　
　
久

中
尾

正
幸

川
端

耕
一

渡
辺

勝
将

小
緑

貴
吏

椛
島

德
博

樋
口
　
　
明

松
尾

統
章

藏
内

勇
夫

◎
永
川

俊
彦

○
林
　
　
泰
輔

岩
元

一
儀

守
谷

正
人

大
田

京
子

新
開

昌
彦

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

県
議
会
へ
の
請
願
と
陳
情
に
つ
い
て
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8
月
18
日
、一
般
社
団
法
人
全
日
本
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
Ｂ

Ｍ
Ｘ
連
盟
の
出
口
智
嗣
理
事
長
、真
鍋
佑
希
事
務
局
長
な
ど

が
県
議
会
を
訪
問
さ
れ
、藏
内
勇
夫
議
長
、中
尾
正
幸
副
議
長

を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟
役
員
な
ど
が
お
迎
え
し
ま

し
た
。

藏
内
議
長
は
、「
本
県
で
も
昨
年
度
、筑
後
広
域
公
園
に『
Ｂ

Ｍ
Ｘ
パ
ー
ク
』を
整
備
し
ま
し
た
。初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で

が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
の
施
設
で
、早
速
、ア
ジ
ア
選
手

権
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
大
会
の
誘
致
や
競
技

人
口
の
増
加
の
た
め
、で
き
る
限
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ビ
p
r
e
s
e
n
t
s
２
０
２
５
ア
ジ
ア
Ｂ
Ｍ

Ｘ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
選
手
権
は
9
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
筑
後

広
域
公
園
Ｂ
Ｍ
Ｘ
パ
ー
ク（
筑
後
市
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
議
会
の
動
き

県
議
会
の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

９
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
決
算
」
な

ど
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
９
日
間
の
日
程
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
感
染
症
対
策
に
お
け
る
九
州
各
県
や
経
済
界
と
の
連
携
に

つ
い
て
な
ど
）

○
地
方
税
の
偏
在
是
正
に
つ
い
て

○
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

○
看
護
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

○
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
保
育
士
の
確
保
と
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て

○
林
道
整
備
に
つ
い
て

○
商
工
施
策
に
つ
い
て

（
現
在
の
特
例
措
置
を
維
持
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商

品
券
の
発
行
支
援
に
つ
い
て
な
ど
）

○
「
福
岡
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
水
道
法
改
正
に
係
る

水
道
事
業
の
民
営
化
問
題
に
つ
い
て

○
外
国
資
本
に
よ
る
不
動
産
開
発
に
つ
い
て

○
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
の
結
果
】

付
託
さ
れ
た
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
の
最
終
日
に

採
決
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
認
定
、
ま
た
は
原
案
可
決

お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
香
原

勝
司

大
島

道
人

神
﨑
　
　
聡

大
田
　
　
満

宮
原

伸
一

宮
川
宗
一
郎

大
田

京
子

吉
岡

玲
子

井
上
　
　
寛

浦
田

大
治

冨
安

正
直

〇
中
嶋

玲
子

野
原

隆
士

井
上

博
行

髙
橋

義
彦

林
　
　
泰
輔

原
竹

岩
海

豊
福
る
み
子

新
開

昌
彦

川
上

多
恵

新
開

嵩
将

秋
田

章
二

川
端

耕
一

吉
田

浩
一

花
田

尚
彦

波
多
江
祐
介

守
谷

正
人

嘉
村
　
　
薫

西
尾

耕
治

靏
林

大
我

吉
松

源
昭

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）

全
日
本
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
Ｂ
Ｍ
Ｘ
連
盟

理
事
長
に
よ
る
議
会
表
敬

▲決算特別委員会の審査風景
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9
月
28
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
ワ
ン
ヘ
ル
ス
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
世
界
獣
医
師
会
次
期
会
長
な
ら
び
に
公
益
社
団
法
人

日
本
獣
医
師
会
会
長
で
あ
る
藏
内
勇
夫
議
長
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

藏
内
議
長
と
３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、「
森
を

守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
た
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
さ
や
達
成
感
、
不
適
切
な
野

生
動
物
と
の
接
触
に
よ
る
人
獣
共
通
感
染
症
リ
ス
ク
、

山
や
森
、
野
生
生
物
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

9
月
28
日
、
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
9
月
28

日
か
ら
10
月
8
日
ま
で
開
催
）
総
合
開
会
式
が
平
和
堂

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
滋
賀
県
）
で
開
催
さ
れ
、
中

尾
正
幸
副
議
長
、
ス
ポ
ー
ツ
立
県
調
査
特
別
委
員
会
の

中
牟
田
伸
二
委
員
長
、
田
中
雅
臣
副
委
員
長
、
ス
ポ
ー

ツ
議
員
連
盟
の
井
上
順
吾
会
長
、
𠮷
田
健
一
朗
事
務
局

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
福
岡
県
選
手
団
の
現
地
結
団
式
が

行
わ
れ
、
中
尾
副
議
長
は
、「
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
、
県

民
の
皆
さ
ま
に
、
最
高
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
お
見
せ
で

き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
福
岡
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
ょ

う
」
と
選
手
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

10
月
11
日
、
マ
イ
ナ
ビ
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州

２
０
２
５
福
岡
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
セ

レ
モ
ニ
ー
、
表
彰
式
に
藏
内
勇
夫
議
長
が
出
席
し
ま
し

た
。筑

後
広
域
公
園
（
筑
後
市
）
で
開
催
さ
れ
た
ス
タ
ー

ト
セ
レ
モ
ニ
ー
に
て
、
藏
内
議
長
は
、「
選
手
が
並
ん

で
い
る
『
ワ
ン
ヘ
ル
ス・カ
ー
ボ
ン
ゲ
ー
ト
』
は
、“
人

と
動
物
の
健
康
と
環
境
の
健
全
性
は
一
つ
＂と
い
う『
ワ

ン
ヘ
ル
ス
』
の
理
念
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
ま
す
。
沿

道
か
ら
の
応
援
を
力
に
変
え
、
大
い
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
ス
タ
ー
タ
ー
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博

ワ
ン
ヘ
ル
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

マ
イ
ナ
ビ
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州

２
０
２
５
福
岡
ス
テ
ー
ジ
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花による美しいまちづくり

個人情報の取扱いについて

グラフふくおか
２０２５　WINTER（通巻６21 号）
令和７年１２月22 日発行（季刊）
発行／福岡県 県民情報広報課　
〒 812-8577　福岡市博多区東公園７番７号

092-643-3102（直通） 　ファクス 092-632-5331
製作／株式会社 読売新聞西部本社

まちを花で彩ることで、
子どもからお年寄りまで、
誰もが住みたいと思う
花あふれる福岡県を
目指しています。

真っすぐ凜と美しく
一輪仕立ての｢輪菊｣
凜
りん

とした立ち姿の輪
りんぎく

菊。茎が真っ

すぐ天に向かって伸び、ふっくらと大

きな花が一つ、先端に開きます。

　「真上から見るとパスポートの菊

の紋みたいでしょ。葉の濃い緑と花

びらのコントラストを楽しんで」と、

輪菊を手がける大塚さんは話します。

　福岡県は菊の出荷量が年間6230

万本、作付面積が176ヘクタールで、

ともに全国上位。産地の八女地域

では、日
にっちょう

長時間を変えて開花時期を

調整する電照栽培により、一輪仕立

ての輪菊の生産が盛んです。

　「花瓶に挿していると、つややか

な花びらがだんだん開きます。成長

する姿に見とれてしまいます」。電

照栽培の菊生産者をまとめる坂田さ

んは笑顔を見せます。

　「学校へ行くこどもや通勤す

る人たちが、喜んでくれたらうれ

しい」。ボランティア団体「ちくし

まちレンジャー」の大
おおなか

中早
さなえ

苗さん

は言います。

　団体は10年以上前から、西

鉄天神大牟田線・筑紫駅西口

の花壇を管理しています。メン

バー8人は、今年6月から、まち

を花でいっぱいにするという県

の取り組みにも賛同し、月に2回

集まって、草取りや水やりなど

の手入れを続けています。

　また、年2回、花の植え替えを

行っており、今季はナデシコや

ビオラなどを植えました。ほかに

も、マリーゴールドなど鮮やか

な色合いの花 が々道行く人の目

を楽しませています。

　大中さんは「もっともっと、たく

さんの笑顔を咲かせられるよう

に活動を続けたい」と話します。

JAふくおか八女 電照菊部会
部会長 坂田常男（さかた
ときお）さん＝奥
副部会長 大塚隆徳（おおつか
たかのり）さん＝手前

0943-23-1164

ちくしまちレンジャーの皆さん

駅前の道に花で彩り
（筑紫野市）




